
政
令
第

号

海
上
物
流
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に

関
す
る
政
令

内
閣
は
、
海
上
物
流
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
一

部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
港
湾
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

港
湾
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
中
「
第
五
十
六
条
の
二
の
二
」
を
「
第
五
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
第
七
号

ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
（
荷
役
機
械
に
あ
つ
て
は
、
石
油
荷
役

機
械
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

九

廃
棄
物
埋
立
護
岸

十

海
浜
（
海
岸
管
理
者
が
設
置
す
る
海
岸
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
施
設
を
除
く
。
）

十
一

緑
地
及
び
広
場



第
十
九
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
登
録
確
認
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
十
九
条
の
二

法
第
五
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

（
手
数
料
の
納
付
を
要
し
な
い
独
立
行
政
法
人
）

第
十
九
条
の
三

法
第
五
十
六
条
の
二
の
二
十
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
独
立
行
政
法
人
は
、
独
立
行
政
法
人
水
産
大
学
校

、
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
、
独
立
行
政
法
人
航
海
訓
練
所
、

独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
及
び
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
と
す
る
。

（
組
合
等
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

組
合
等
登
記
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

水
先
人
会
及
び
日
本
水
先
人
会
連
合
会

別
表
一
防
災
街
区
計
画
整
備
組
合
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

水
先
人
会

水
先
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
二
十



日
本
水
先
人
会
連
合
会

一
号
）

（
水
先
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

水
先
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
並
び
に
第
二
十
五
条
」
を
削
り
、
「

第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
四
条
及
び
第
六
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
三
条
中
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
の
表
横
浜
川
崎
区
の
項
中
「
（
原
油
、
液

化
石
油
ガ
ス
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
危
険
物
を
積
載
し
て
い
る
船
舶
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同

条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
二
条
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
一
条
中
「
水
先
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
法
第
三
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条

と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
水
先
業
務
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
船
舶
の
範
囲
）

第
一
条

水
先
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
三
項
の
表
の
第
二
号
の
下
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
船
舶
は



、
危
険
物
積
載
船
（
原
油
、
液
化
石
油
ガ
ス
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
危
険
物
を
積
載
し
て
い
る
船
舶
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
と
し
、
同
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
総
ト
ン
数
は
、
五
万
ト
ン
（
危
険
物
積
載
船
に
あ
つ
て
は
、

二
万
ト
ン
）
と
す
る
。

２

法
第
四
条
第
三
項
の
表
の
第
三
号
の
下
欄
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
総
ト
ン
数
は
、
二
万
ト
ン
と
す
る
。

（
登
録
水
先
人
養
成
施
設
等
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
二
条

法
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

別
表
第
一
中
「
第
一
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
表
東
京
水
先
区
の
項
を
削
り
、
同
表
東
京
湾
水
先
区
の
項
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

東
京
湾
水
先
区

千
葉
県
明
鐘
岬
（
北
緯
三
十
五
度
九
分
十
七
秒
東
経
百
三
十
九
度
四
十
九
分
三
秒
）
か
ら

三
百
四
度
に
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に
京
浜
港
の
区
域
に
属
す

る
河
川
水
面
及
び
運
河
水
面

別
表
第
一
横
須
賀
水
先
区
の
項
を
削
り
、
同
表
伊
良
湖
三
河
湾
水
先
区
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

伊
勢
三
河
湾
水
先
区

石
鏡
灯
台
（
北
緯
三
十
四
度
二
十
六
分
四
十
秒
東
経
百
三
十
六
度
五
十
五
分
二
十
五
秒
）



か
ら
九
十
度
二
万
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
大
山
三
角

点
（
北
緯
三
十
四
度
三
十
六
分
七
秒
東
経
百
三
十
七
度
八
分
四
十
七
秒
）
ま
で
引
い
た
線

及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に
衣
浦
港
、
名
古
屋
港
及
び
四
日
市
港
の
区
域
に

属
す
る
河
川
水
面
及
び
運
河
水
面

別
表
第
一
伊
勢
湾
水
先
区
の
項
を
削
り
、
同
表
大
阪
湾
水
先
区
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
阪
湾
水
先
区

兵
庫
県
堺
川
口
左
岸
突
端
か
ら
百
八
十
度
六
千
七
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、

同
地
点
か
ら
同
県
鵜
埼
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
同
県
潮
埼
ま
で
の
陸
岸
、
同
地
点

か
ら
同
県
沼
島
三
ケ
埼
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
九
十
度
一
万
八
千
五
百
二
十
メ
ー

ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
和
歌
山
県
田
倉
埼
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸

に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に
阪
南
港
、
大
阪
港
、
尼
崎
西
宮
芦
屋
港
及
び
神
戸
港
の
区

域
に
属
す
る
河
川
水
面
及
び
運
河
水
面

別
表
第
一
阪
神
水
先
区
の
項
を
削
り
、
同
表
内
海
水
先
区
の
項
中
「
神
戸
港
第
一
南
防
波
堤
灯
台
、
神
戸
港
第
七
防
波
堤

西
灯
台
、
西
宮
防
波
堤
東
灯
台
、
大
阪
南
港
外
港
南
防
波
堤
灯
台
、
ロ
地
点
、
ハ
地
点
」
を
「
神
戸
港
第
一
南
防
波
堤
灯
台



（
北
緯
三
十
四
度
三
十
九
分
五
秒
東
経
百
三
十
五
度
十
二
分
十
六
秒
）
、
神
戸
港
第
七
防
波
堤
西
灯
台
（
北
緯
三
十
四
度
四

十
分
四
秒
東
経
百
三
十
五
度
十
五
分
十
二
秒
）
、
西
宮
防
波
堤
東
灯
台
（
北
緯
三
十
四
度
四
十
分
二
十
一
秒
東
経
百
三
十
五

度
二
十
一
分
三
十
五
秒
）
、
大
阪
南
港
南
防
波
堤
灯
台
（
北
緯
三
十
四
度
三
十
七
分
四
十
二
秒
東
経
百
三
十
五
度
二
十
三
分

二
十
二
秒
）
、
阪
南
港
岸
和
田
新
東
防
波
堤
灯
台
（
北
緯
三
十
四
度
二
十
九
分
二
十
四
秒
東
経
百
三
十
五
度
二
十
二
分
十
一

秒
）
か
ら
四
十
五
度
二
千
七
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
三
百
十
度
三
千
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、
同
県
堺
川
口
左
岸
突
端
か
ら
百

八
十
度
八
千
メ
ー
ト
ル
の
地
点
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
第
二
条
、
第
三
条
」
を
「
第
四
条
、
第
五
条
」
に
改
め
、
同
表
横
浜
川
崎
区
の
項
中
「
横
浜
大
黒
防
波
堤

東
灯
台
」
の
下
に
「
（
北
緯
三
十
五
度
二
十
七
分
二
十
四
秒
東
経
百
三
十
九
度
四
十
二
分
二
十
五
秒
）
」
を
加
え
る
。

（
行
政
手
続
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

行
政
手
続
法
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
日
本
弁
理
士
会
」
の
下
に
「
、
日
本
水
先
人
会
連
合
会
」
を
、
「
防
災
街
区
整
備
事
業
組
合
」
の
下
に
「
、

水
先
人
会
」
を
加
え
る
。

附

則



（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
水
先
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
受
け
て
い
る
水
先
人
の
免
許
に
係
る
水
先
区
が
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
水

先
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
る
東
京
水
先
区
、
東
京
湾
水
先
区
、
横
須
賀
水
先
区
、
伊
良
湖
三
河
湾
水
先
区
、
伊
勢
湾
水
先
区

、
大
阪
湾
水
先
区
又
は
阪
神
水
先
区
（
以
下
「
旧
水
先
区
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
の
当
該
免
許
に
係
る
水
先
区
に
つ
い

て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
水
先
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
水
先
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
別
表

第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
水
先
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
四

十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
旧
水
先
区
の
区
域
を
包
含
す
る
新
水
先
法
施
行
令
の
規
定

に
よ
る
東
京
湾
水
先
区
、
伊
勢
三
河
湾
水
先
区
又
は
大
阪
湾
水
先
区
（
以
下
「
新
水
先
区
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
免
許
に
係

る
水
先
区
と
み
な
す
。

２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
そ
の
水
先
人
の
免
許
に
係
る
水
先
区
に
つ
い
て
旧
水
先
区
と
さ
れ
る
者
は
、
こ
の
政
令
の
施
行

の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
を
し
て
、
そ
の
免
許
に
係
る
水
先
区
を
当
該



旧
水
先
区
の
区
域
を
包
含
す
る
新
水
先
区
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
申
請
に
先
立
っ
て
、
水
先
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
登
録
水
先

人
養
成
施
設
に
お
い
て
、
そ
の
課
程
の
一
部
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
当
該
旧
水
先
区
の
区
域
に
加
え
て
当
該
新
水
先
区
の
区

域
の
全
部
に
お
い
て
水
先
業
務
を
行
う
た
め
に
追
加
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
そ
の
他
の
能
力
を
習
得
さ
せ
る
も
の
と
し

て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
修
了
し
、
か
つ
、
当
該
能
力
を
現
に
有
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
水
先
人
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

旧
水
先
区
に
設
立
さ
れ
て
い
る
水
先
人
会
に
つ
い
て
の
海
上
物
流
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
旧
水
先
法
に
よ
る
水
先
人
会
」
と
あ
る
の
は
「
海
上
物

流
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

（
平
成
十
八
年
政
令
第

号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
水
先
区
に
設
立
さ
れ
て
い
る
旧
水
先
法
に
よ
る
水

先
人
会
」
と
、
「
新
水
先
法
に
よ
る
法
人
た
る
水
先
人
会
」
と
あ
る
の
は
「
統
合
し
て
当
該
旧
水
先
区
の
区
域
を
包
含
す
る

同
項
に
規
定
す
る
新
水
先
区
の
新
水
先
法
に
よ
る
法
人
た
る
水
先
人
会
」
と
す
る
。

５

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
そ
の
他
前
各
項
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、



国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



理

由

海
上
物
流
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
登
録
確
認
機
関
の
登
録
の

有
効
期
間
を
定
め
る
等
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
水
先
区
の
区
域
を
改
め
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


